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（３）広報伊丹■２０２３（令和５）年１０月１日 第１５０３号

伊
丹
広
報
３
面

１
０
０
１
０
３

堀
❶
堀
❸
堀
❹
藤
❺
井
❻
井
❼
井
⑧
井

来
年
度
児
童
く
ら
ぶ

入
所
申
し
込
み
を
開
始

市
教
委
は
、
児
童
く
ら
ぶ
の
来
年

４
月
入
所
の
申
し
込
み
を
開
始
し
ま

す（
継
続
利
用
者
も
要
申
し
込
み
）。

同
く
ら
ぶ
は
、
保
護
者
の
就
労
な
ど

で
放
課
後
の
保
育
が
必
要
な
小
学
生

を
対
象
に
、
小
学
校
敷
地
内
の
教
室

な
ど
で
保
育
を
行
い
ま
す
。

開
所
時
間
は
、
午
後
５
時
ま
で
。

育
成
料
は
月
額
８
千
円
（
お
や
つ
代

別
）。
希
望
に
よ
り
午
後
７
時
ま
で

延
長
保
育
が
利
用
で
き
ま
す
（
別
途

育
成
料
が
必
要
）。

�
市
役
所
２
階
の
子
育
て
支
援
課

で
配
布
す
る
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
１０
月
１６
日
〜
１１

月
２２
日
に
直
接
か
１０
月
１６
日
〜
１１
月

１５
日
に
郵
送
（
消
印
有
効
）
で
〒
６６４

・
８
５
０
３
伊
丹
市
教
育
委
員
会
事

務
局
子
育
て
支
援
課
（
�
７８４
・
８
０

７
９
）
へ
。

期
限
を
過
ぎ
た
申
し
込
み
は
、
来

年
５
月
入
所
と
し
て
取
り
扱
い
ま

す
。がい
こ
く
じ
ん

こ

い
た
み
し
り
つ
し
ょ
う

◆
外
国
人
の
子
ど
も
で
伊
丹
市
立
小

が
っ
こ
う

は
い

ひ
と

て
つ
づ

学
校
に
入
り
た
い
人
は
、
手
続
き
を

ね
ん

が
つ

し
て
く
だ
さ
い

２
０
１
７
年
４
月

に
ち

ね
ん

が
つ

に
ち

う

２
日
〜
２
０
１
８
年
４
月
１
日
に
生

い
た
み
し

す

が
い
こ
く
じ
ん

こ

ま
れ
た
伊
丹
市
に
住
む
外
国
人
の
子

ね
ん

が
つ

い
た
み

ど
も
で
、
２
０
２
４
年
４
月
に
伊
丹

し
り
つ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

は
い

ひ
と

市
立
小
学
校
に
入
り
た
い
人
は
、
１０

が
つ

に
ち

こ

ざ
い
り
ゅ
う

月
１７
日
ま
で
に
子
ど
も
の
「
在
留
カ

と
く
べ
つ
え
い
じ
ゅ
う
し
ゃ
し
ょ
う
め
い
し
ょ

じ
ゅ
う

ー
ド
」「
特
別
永
住
者
証
明
書
」「
住

み
ん
ひ
ょ
う

う
つ

も

民
票
の
写
し
」
の
ど
れ
か
を
持
っ

し
や
く
し
ょ

か
い

が
く
じ

か

て
、
市
役
所
２
階
の
学
事
課
（
�
７８４

い

・
８
０
８
６
）へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
預
か
り
保
育
料
な
ど
の
無
償
化
請

求
手
続
き
を

市
教
委
は
、
子
育
て

の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
認
定

（
新
２
号
か
新
３
号
）
を
受
け
、
令

和
５
年
４
〜
９
月
に
幼
稚
園
な
ど
の

無
償
化
対
象
施
設
（
事
業
）
を
利
用

し
た
人
に
対
す
る
施
設
等
利
用
費

（
預
か
り
保
育
料
や
認
可
外
保
育
施

設
の
利
用
料
な
ど
）を
支
給
し
ま
す
。

請
求
手
続
き
に
は
、
施
設
等
利
用

費
請
求
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
や
各
園
が
発
行

す
る
領
収
証
兼
提
供
証
明
書
が
必
要

で
す
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

読
み
取
り
可
）
か

ら
確
認
を
。
い
ず

れ
も
各
園
が
定
め
る
提
出
期
限
ま
で

に
提
出
を
。
支
給
は
１２
月
下
旬
の
予

定
。問

市
教
委
教
育
保
育
課
�
７８４
・
８

０
３
５
。

市

政
見
る
聞
く

審
議
会
な
ど

を
開
催

◆
令
和
５
年
度
福
祉
対
策
審
議
会
第

３
回
高
齢
者
部
会

１０
月
１１
日
㈬
午

後
２
時
、
市
役
所
２
階
の
２０１
会
議
室

で
。議

題
は
、「
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
９

期
）」
の
策
定
に
つ
い
て
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
介
護
保
険
課
�
７８４
・
８
０
３

７
。

◆
市
総
合
交
通
会
議
（
進
捗
管
理
部

会
）

１０
月
１８
日
㈬
午
後
２
時
、
市

役
所
１
階
の
１０１
会
議
室
で
。

議
題
は
、「
市
総
合
交
通
計
画（
中

間
改
訂
版
）
と
市
自
転
車
活
用
推
進

計
画
の
進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
。

定
員
５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
４５
分
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
交
通
政
策
課
�
７８４
・
８
０
５

２
。

◆
市
子
ど
も
・
子
育
て
審
議
会
委
員

を
募
集

市
教
委
は
、
市
子
ど
も
・

子
育
て
審
議
会
の
委
員
２
人
を
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
�
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
で
就
学
前
の
子
の
保
護
者

（
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

や
職
員
、
市
議
会
議
員
を
除
く
）
▽

任
期
�
１２
月
４
日
か
ら
２
年
間
。
報

酬
あ
り
。

�
市
役
所
２
階
の
こ
ど
も
若
者
企

画
課
に
あ
る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、「
子
ど
も
・

子
育
て
」
と
題
し
た
作
文
（
８００
字
程

度
）
を
添
え
て
、
１０
月
３０
日
ま
で
に

直
接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８

５
０
３
伊
丹
市
教
育
委
員
会
事
務
局

こ
ど
も
若
者
企
画
課
（
�
７８４
・
８
１

６
７
）
へ
。

◆
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更
に
関
す

る
案
の
縦
覧

①
阪
神
間
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
変
更
案

②
阪
神
間
都
市
計
画
防
火
の
施
設
の

都
市
計
画
変
更
案
は
、
１０
月
２
〜
１６

日
、
市
役
所
４
階
の
市
都
市
計
画
課

で
縦
覧
で
き
ま
す
。

変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦

覧
期
間
中
に
意
見
書
（
住
所
、
氏
名

の
記
載
が
必
要
）
を
提
出
で
き
ま

す
。③

阪
神
間
都
市
計
画
学
校
の
都
市

計
画
決
定
案
（
尼
崎
市
決
定
）
は
、

１０
月
５
〜
１９
日
、
尼
崎
市
教
育
・
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
の
施
設
課
な

ど
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
決
定
案
に
意

見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意

見
書
（
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
の
記

載
が
必
要
）
を
提
出
で
き
ま
す
。

＊

＊

問
①
②
市
都
市
計
画
課
�
７８４
・
８

０
６
７
（
②
は
市
消
防
局
警
防
課
�

７８３
・
０
２
４
２
も
可
）
③
尼
崎
市
教

育
委
員
会
事
務
局
施
設
課
�
０６
・
４

９
５
０
・
０
３
０
４
。

◆
１０
月
３１
日
ま
で
に
申
請
を
。
非
課

税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金

市

は
、
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰

に
直
面
し
影
響
を
特
に
受
け
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、

１
世
帯
当
た
り
３
万
円
の
特
別

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
世
帯
に
は
、
市
か
ら
支

給
要
件
確
認
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

受
け
取
っ
た
人
は
内
容
を
確

認
し
、
１０
月
３１
日
ま
で
に
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
信
を
。
市
か
ら

同
確
認
書
が
届
い
て
い
な
い
世
帯

は
、
給
付
金
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

�
市
役
所
４
階
の
非
課
税
世
帯
等

給
付
金
窓
口
に
あ
る
申
請
書
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
書
き
必
要
書
類

を
添
え
て
１０
月
３１
日
ま
で
に
、
直
接

か
電
子
申
請
、
郵
送
（
消
印
有
効
）

で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
市

給
付
金
担
当
へ
。

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
で
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

問
市
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�
７６４

・
５
５
３
７
。
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今
年
は
４
部
門

に
計
２０７
点
（
洋
画

・
日
本
画
５０
点
、

写
真
１１３
点
、
書
２９

点
、
デ
ザ
イ
ン
・

造
形
・
工
芸
１５
点
）

の
応
募
が
あ
り
、

う
ち
１５４
点
が
入
賞
・
入
選
し
ま
し
た
。

最
高
賞
の
伊
丹
賞
に
洋
画
・
日
本

画
部
門
の
岩
下
千
広
さ
ん
（
寺
本

５
）、
書
部
門
の
加
藤
ひ
と
み
さ
ん

（
神
戸
市
）、
写
真
部
門
の
瀬
古
幸

嗣
さ
ん
（
高
台
３
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

そ
の
他
主
な
入
賞
者
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
。
順
不
同
）。

【
洋
画
・
日
本
画
】
▽
市
長
賞
�

沼
美
紀
（
南
野
北
２
）
▽
議
長
賞
�

田
内
康
雄
（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）
▽

教
育
長
賞
�
畑
弘
子
（
川
西
市
）。

【
書
】▽
市
長
賞
�
小
川
澄
香（
北

伊
丹
２
）▽
議
長
賞
�
坂
爪
伸
子（
宝

塚
市
）▽
教
育
長
賞
�
指
輪
桂
舟（
尼

崎
市
）。

【
写
真
】
▽
市
長
賞
�
石
本
吉
秀

（
大
阪
府
八
尾
市
）
▽
議
長
賞
�
福

田
和
央
（
同
箕
面
市
）
▽
教
育
長
賞

�
造
田
修
（
同
豊
中
市
）。

【
デ
ザ
イ
ン
・
造
形
・
工
芸
】
▽

市
長
賞
�
松
原
知
英
子
（
鴻
池
６
）

▽
議
長
賞
�
松
井
宏
二
（
川
西
市
）

▽
教
育
長
賞
�
市
川
宏（
桜
ケ
丘
４
）。

◆
国
際
友
好
都
市
・
中
国
佛
山
市
青

少
年
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

市

は
、「
友
情
・
夢
・
世
界
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
絵
画
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
、
市
内
在
住
・
在
学
の
６

〜
１８
歳
。
無
料
。

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り
可
）
で
確
認
を
。

�
１０
月
２５
日
ま
で
に
絵
画
を
直
接

か
、
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５

０
３
伊
丹
市
役
所
秘
書
課
（
�
７８４
・

８
０
０
９
）
へ
。

◆
障
が
い
児
・
者
作
品
展
の
作
品
募

集

１２
月
１
〜
１０
日
に
、
ア
イ
愛
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
障
が
い
児
・
者

作
品
展
の
作
品
（
絵
画
、
書
道
、
造

形
、
手
芸
、
写
真
な
ど
。
１
人
１
点
）

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
、
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
で
障
が
い
の
あ
る
人
。

�
ア
イ
愛
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
作
品
を
添

え
て
、
１１
月
１
〜
１７
日
に
直
接
、
同

セ
ン
タ
ー（
�
７７２
・
０
２
２
１
）へ
。

伊丹賞の瀬古さんの作品
（写真部門）

シ
リ
ー
ズ

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
①

「
共
依
存
」の
中
に
い
る

子
ど
も
た
ち
に
気
付
い
て

最
近
、
周
り
の
大
人
か
ら
虐
待

を
受
け
、
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
を
頻
繁
に

見
ま
す
。
大
人
の
身
勝
手
な
行
動

の
た
め
に
幼
い
命
を
奪
っ
た
り
、

心
身
の
健
康
を
害
し
た
り
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
見
る
も
無
残
な

姿
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

「
共
依
存
」
と
は
、
お
互
い
に

依
存
し
合
う
関
係
の
こ
と
を
示
し

ま
す
。
一
方
だ
け
が
依
存
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
依
存
さ

れ
て
い
る
側
も
そ
の
相
手
に
依
存
し

て
い
る
の
で
す
。「
共
依
存
」
は
お

互
い
に
不
幸
に
し
て
し
ま
う
関
係
性

で
す
。

例
え
ば
、
子
ど
も
が
親
か
ら
虐
待

を
受
け
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の
子

ど
も
に
と
っ
て
は
親
か
ら
の
虐
待
を

我
慢
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し

で
も
反
抗
す
る
と
ま
す
ま
す
虐
待
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
す
る
と「
我

慢
�
親
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
こ

と
�
良
い
こ
と
」、「
反
抗
�
親
の
状

態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
�
悪
い
こ

と
」
と
い
う
よ
う
な
間
違
え
た
認
知

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
家
庭
環
境
の
中
か
ら
外
の
世

界
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

他
の
親
子
関
係
が
ど
う
な
の
か
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
親
は
社
会

か
ら
の
疎
外
が
原
因
で
自
己
愛
が
欠

け
て
お
り
、
他
者
と
の
関
係
に
「
安

心
感
」
が
持
て
ず
に
い
ま
す
。
そ
の

欠
落
し
て
い
る
も
の
を
埋
め
る
た
め

に
、
い
つ
も
隣
に
い
る
わ
が
子
と
自

分
自
身
を
責
め
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
ど
ん
孤
立
が
深
ま

り
、暗
闇
の
中
を
彷
徨
い
続
け
ま
す
。

こ
こ
で
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い

の
は
、
子
ど
も
は
自
分
の
置
か
れ
た

立
場
を
「
異
常
だ
」
と
認
識
し
、
周

囲
の
大
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
親
の
こ
と

し
か
考
え
ら
れ
ず
に
い
る
の
で
す
。

自
分
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
の
で

き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
は
、
親
と
同

じ
よ
う
に
自
己
愛
が
欠
け
て
し
ま

い
、
ど
こ
に
い
て
も
不
安
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ど
こ
に
い
て

も
親
の
存
在
を
意
識
し
、
怯
え
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
本
当
の
こ
と
を
話
せ

ず
に
い
ま
す
。

子
ど
も
を
暗
闇
の
中
か
ら
外
に
出

し
、
陽
の
当
た
る
温
か
い
場
所
で
育

つ
よ
う
に
、
周
囲
の
人
々
が
積
極
的

に
お
互
い
に
声
掛
け
を
し
、
つ
な
が

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
し
あ
な
た
の
周
り
の
子
ど
も
の

行
動
が
少
し
で
も
問
題
が
あ
る
よ
う

に
見
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
、
小

さ
な
声
掛
け
か
ら
で
も
親
子
の
共
依

存
の
問
題
に
気
付
い
て
あ
げ
ら
れ
る

き
っ
か
け
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。（神

戸
大
准
教
授

稲
原
美
苗
）

市市民民茶茶会会
伊丹市茶道協会による茶会を次
の通り開催します。
【日時】１０月２１日㈯・２２日㈰の午
前１０時～午後３時（２１日は裏千
家、２２日は武者小路千家）
【会場】法巌寺（中央２）
【参加料】１席５００円
当日直接、会場へ。
市文化振興課�７８４-８０４３


